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溶接棒の研究甑12発刊にあたつて

技術委員会委員喪

　　　　関口春次郎

璽溶接棒の研究”も，昨秋から，鳳10（昭和41～43年度技術委員会の研究），沿

よぴ孤11（昭和44～46年慶：同上）を続けて発行したが，今回孤12（昭和47

年度同上）を発行することにした。続けて，危13（昭和48年慶同上）を出すつもり

でめるが，これをもって一応遅れをとりもどすことになる。しかし最近の研究が数年

にまたがる傾向にあることは、醒10発刊の折にも述べた逸りであり，年度毎の報告も

中間報告的なものが多くなっているので，今後の載溶接棒の研究”の体質については

一一 を要するかもしれないと思っている。

いづれにしても　この報告集ほ多くの技術者で構成され多くの時闘と手間をかけてな

された共同研究や調査の結果を，より多くの関係者へご紹介し，お役に立っことを主

旨としているので，ともかく今回は中間段階の報告も含め，どんなテーマを技術委員

会で取り上げて，どんな方向に考えをす＼めているかということでも診報らせしよう

ということでまとめた次第である。

」
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昭和47年度溶桜俸部会技術委員会の活動状況

幹事　 大石　実
　昭和47年度にむける溶接棒部会技術委員会の研究テーマと活動状況は次の通りである。

1．溶接と塗料　　・…一‘………・・…・……　主査　安藤精一

　継続。　溶接欠陥防止対策について溶接材料，塗料むよぴ施工法に関する研究結果の取り纏めを行なうと共に，シ

　ヨッフプライマー塗装鋼板を使用するすみ肉溶接に対し塗料，溶接法むよぴ鋼種との関連にむいて，その欠陥防止

　対策をどのように行っているかについて，造船・建設，沿よび車輔などの各企業にアンケートを求め調査を行った。

2．水案測定法　　………一・・山・・一・………主査　市原　泉

　I　IWで水銀を使用する方法が提案されており，グリセリンを使用する現J　I　S法の問題がクローズアップされて

　きている。そのため現J　I　S法の問題点を明らかにする（水銀法との比藪に寿いて）ことを目的として共同研究を

　行った。

3．溶接憐技術調査および討論……………・・・・・・……　主査　　田村　　博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　内外溶接技術について調査・討論したり，また研究発表をしてもらい，委員の知識向上をはかった。

4．市場調査（溶接材料アンケート調査）・・轟・・・………主査　三上　博

　46年度は中小企業を対象に溶後材料の使用実態の調査を行ったが，本年度は大手企菜（造船，鉄骨橋梁，車輔，

　圧力溶器，産業機械の5業種）についてアンケートによる市場調査を行った。

5異材縫手溶接の手引書　　……一・…一・一…一主査　　中村　吉宗

　化学機械，産業機械等に寿いて現実にある異材継手溶接を中心に，異材の組合せを取り上げ，溶接材料の選足，溶

　接上の注意事項φ冶金上の問題点等のとりまとめを行った。

6．炭鹸ガスアーク溶接用ワイヤJIS原案作成　…主査　大石　実

　工業技術院より標記原案の作成について委託があり，本原案の作成を行った。

7．JIS見直しの件　　…・・・・・・・・・………………主査　　大石　　実

　次の13件の見直しを行った。

　　　J　I　S－Z－3002　　　軟鋼用被覆アーク溶接捧の作業性
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